
 

令和元年第６回大野城市議会 12月定例会一般質問通告 

 

○本会議（３日目）一般質問 

令和元年12月12日（木） 午前９時 30 分 （於 議 場） 

議員氏名 件   名 

松﨑 正和 １．一般質問の答弁（回答）のあり方について 

 ⑴ 全くとは言わないが、ほとんど答弁をしない市長の、一般質問に対す

る姿勢について 

 ⑵ 過剰とも思える、一般質問の通告に対する議員と執行部の事前打ち合

わせについて 

 ⑶ 我々議会もずっと以前から、議会の活性化、開かれた議会を目指して

色々と努力をしてきた。 

   そのような中で、市民が議会を視聴できる一般質問がより活性化され

ることも、低迷が続く市議会議員選挙投票率ＵＰの一助になるとの思

いで今回の質問を行った。 

 井本市長の理解と協力をお願いしたいが如何か 

 

森 和也 １．障がい者福祉について 

 ⑴ 施設について 

 ⑵ 障がい福祉のしおりについて 

 ⑶ 一般社団法人「障がい者の明日を考える会」について 

 ⑷ 大野城市障がい者自立支援協議会の就労部会について 

２．大野ジョーについて 

 ⑴ イラスト利用申請について 

 ⑵ 出演依頼について 

 ⑶ その他 

３．下大利団地周辺の状況について 

 ⑴ 避難所について 

 ⑵ 水路について 

 

平井 信太郎 １．市庁舎の空調機の冷房温度設定の現状と設定変更による効果について 

 ⑴ 空調機の冷房温度設定の現状と設定変更による効果について 

２．航空機の影響による住環境について 

 ⑴ 航空機の騒音、発着回数及び航路について 

 ⑵ 空調機器の補助について 

３．スマートフォンの影響について 

 ⑴ スマートフォンの学校の持ち込みについて 

 ⑵ 第５世代移動通信システム（５Ｇ）の影響について 

 

 



 

福澤 信光 １．避難所の整備等について 

 ⑴ 本市全体の避難所は幾つあるのか。それらの避難所全てにおいて、避

難所として機能しない場所はないか 

 ⑵ 保育園などの施設が土砂災害警戒区域等に入っている所はあるのか。

ある場合の指導はどうしているのか 

 ⑶ 平成 30年９月の一般質問で、避難指示が出ているのに様々な理由で避

難しない方が多くいると問題提起をした際、「今後とも出前講座や、自

主防災組織が実施する避難訓練などを通して周知啓発を行う」と言わ

れたが、その後、避難指示・避難勧告の意味を正しく理解した方は増

えたのか 

 ⑷ 避難所へ向かう手段の決まりはあるのか 

 ⑸ 平成 29年３月の一般質問で、災害情報伝達システムの音が聞こえづら

い事はもとより、外国の方も分かるよう多言語化を提案した際、「多言

語化については、放送が長くなり、情報が伝わりにくくなるおそれが

ある事から予定はしていないが、サイレンの意味の周知や防災メール

まもるくんの英語版の登録案内・緊急情報を外国語で取得できる防災

アプリの案内などに取り組んでいる」と言っていたが、今後アナウン

スの多言語化について、考えは変わらないのか 

⑹ 避難所における設備や備蓄品について。山田の災害時備蓄倉庫には毛

布・簡易トイレ・食料・発電機など 2300人を対象とした災害時におけ

る備蓄品があるが、本市の避難所全てにはどのようなものを置いてい

るのか 

 ⑺ 避難所になりうる施設での備蓄品について。現在、どのようなものを

置いているのか 

２．消防団員について 

 ⑴ 平成29年３月の一般質問で、消防団員について伺ったところ、当時の

２月末現在で団員数179人充足数90％と聞いたが、現在の状況は 

 ⑵ 団員の最高年齢者・最小年齢者また平均年齢は 

 ⑶ 平成 29年３月の一般質問での新規消防団員確保について質問した時の

答弁で「消防団協力事業所表示制度」を活用し被雇用者の加入促進や

活動環境の整備など市内の事業所へ働きかけ、団員確保に努めたいと

言われたが、現在の新規団員の確保についてどの様な事をされている

のか 

 ⑷ 消防団員の装備について。現在、消防団員は、訓練服、編上靴、ヘル

メットが貸与されており手袋は各分団で用意するケースが多いと聞く

が、これ以外で、市から貸与されているものはあるか 

 ⑸ 消防団に配備されている車両で、オートマチック車とマニュアル車の

比率はどうなっているか 

 ⑹ 消防団の待機所について。この件も以前質問した際、答弁で「建て替

えなどの時期に合わせて、待機所の整備について検討していきたい」

と言われたが、その後どのように検討し、今後どのようにしていくの

か 

 

平田 不二香 １．災害時の子どもたちの安全対策について 

 ⑴ 大野城市民総ぐるみ防災訓練について 

 ⑵ 避難所での妊産婦や子どもと乳幼児に配慮した防災対策について 

 



 

田中 健一 １．シビックゾーン基本構想について 

⑴ 第６次大野城市総合計画との位置付けは、どうなっているのか 

⑵ シビックゾーン基本構想の目的は、何なのか 

⑶ シビックゾーンの地域・対象施設は、どうなっているのか 

⑷ 議会で組織した｢シビックゾーン構想調査特別委員会｣からの次の６つ

の主たる提言に対する対応は、どうなっているのか 

⑸ タイムスケジュールは、どうなっているのか 

 

 

 



○本会議（４日目）一般質問 

令和元年12月13日（金） 午前９時 30 分 （於 議 場） 

議員氏名 件   名 

河村 康之 １．本市の障がい児・者と、その家族への支援について 

 ⑴ 本市における「重症心身障がい児・者」の対応と支援について 

 ⑵ 医療的ケア児の在宅レスパイト事業について 

⑶ 障がい者の入所出来る施設について 

 ⑷ 障がい者の「基幹相談支援センター」について 

 

松﨑 百合子 １．子育て中の女性の生涯学習の保障、および社会参加や市政参画と、託

児など環境の整備について 

 ⑴ 子育て中の女性が講座やワークショップに参加し学び、市政や地域

づくりに意見を反映させるための環境整備について、市の見解を伺

う 

 ⑵ 市の事業での託児について 

 ⑶ 子育て中の女性の社会参加等促進のための環境整備について、調査

が必要ではないか 

⑷ 子育て中の女性の市政参画について 

２．子どもたちにとって望ましい学区制について 

 ⑴ 小中学校の現状について 

 ⑵ 大野北小学校の場合3つの中学校に校区が分かれることについて 

 ⑶ 校区の見直しについて 

 

関井 利夫 １．大城地区の住宅開発について 

 ⑴ 大城地区の住宅開発の状況の情報について市はどこまで把握してい

るか 

⑵ 開発地域とその規模について 

⑶ 開発完了の時期および住宅販売予想時期について 

⑷ 住宅完成入居時の所属する区は「井の口」区となるか。また小学通

学校は「大城小学校」になるか 

⑸ 該当する住居地の重要関連施設である公民館及び小学校の施設が許

容できる範囲と考えているか 

２．市民公益活動促進プラットホーム事業について 

⑴ 登録団体数及び登録者証（パスポート）発行数について 

⑵ ポイント付与の現在の状況について 

⑶ ポイント付与における取り扱いについて 

⑷ ボランティアの作業に加えて新たにポイント付与できる事業を企画

されているがどのようなものか 

⑸ その開始時期と他に付与する事業の企画はあるか 

 

 



 

議員氏名 件   名 

神田 徳良 １．健康で長生きするための取り組みについて 

 ⑴ 健(検)診や保健指導の充実について 

 ⑵ 健康を維持するための適切な食生活の在り方について 

 ⑶ 個人にあった適度な運動について 

 ⑷ 高齢者の地域活動や社会参加を促す活動について 

 ⑸ 例えば「生き生きと活力ある人生」等、自治体によってはスローガ

ンや条例を作成している。本市も作成してはどうか 

 

井福 大昌 １．西鉄高架工事遅延に対する対応 

 工期の遅延が市の責任ではないことは私も市民の皆さんも分かっており

ますが、現時点でわかっていることや、今後、県や西鉄に対して、どの

ような対応や要望をしていくのかなどを含めて質問いたします 

 ⑴ 新聞などの報道では、発覚時期、詳細な箇所、発見された経緯、など

はありませんでしたが、現時点でわかっていることがあれば共有して

ください 

 ⑵ 新聞報道では２年～最大４年の遅れとの報道でしたが、現時点でわか

っていることを共有してください 

 ⑶ 今まで市も多額の予算を計上していましたが、遅れる期間分、予算は

増大するのでしょうか。その場合、市の出費はあるのでしょうか 

⑷ 工期の変更を受けて、検証委員会が発足するとのことですが、組織の

メンバーや発足時期を教えてください 

⑸ 現状で市民の皆さんからの反応や問い合わせはありますか。ある場

合、どのようなものですか 

⑹ 工期変更をどのように市民に周知していかれますか 

⑺ 今回の工期変更をうけて、西鉄や県に対して今後、どのような対応や

要望をおこなっていかれますか 

２．法改正による所有者不明土地への課税はどうなるのか 

来年の通常国会において、所有者不明の土地へも使用者に課税する案が

示されていますが、本市ではどのようになりますか 

 

大塚 みどり １．子育て環境の課題に対する支援について 

 ⑴ 発達障がいの早期発見と保護者支援について 

 ⑵ 虐待の未然防止について 

 ⑶ 発達障がいの早期発見・早期支援は親支援につながる「５歳児健

診」の推進について 

 

 

 


